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新潟県佐渡の中部中新統下戸累層産十脚甲殼類

作本達也＊

RIﾉeOpamdoxialabalaiTokunagaの臼歯化石(Tokunaga,

1939)が産出しているまた簸耐鮒掛算では,大
型有孔虫のMiogypsmakotojHanzawa, Opercu"na

ComplanalajapomcaHanzawaが産する(Hanzawa, 1935) .

そして渡辺(1977)は，これらをもとに有孔虫分帯の

MYOg)Ps加akoloi-のe1℃ujinacompﾉanalajaponiCazonule

を設定し, BIowIszoneのN8帯に対比している．

1 はじめに
おりと

新潟県佐渡に広域に分布する中部中新統下部下戸累
値もちまちこうが礎ざき

層のうち，羽茂町河ケ瀬崎の下戸累層基底付近の層準

から昨"ebjasp.､Callianassidaesubfam.gen.etsp. indet.

の2種の十脚甲殻類化石を発見した．

これまで新潟県内から発見された十脚甲殻類化石

は，栗田(1986)が鮮新統魚沼層群から報告した

α】arybdissp.,Macmphthalmussp・の2種以外には知ら

れてなく，今回のように中新統からの十脚甲殻類化石

の発見ははじめてである．

小論では下戸累層産の十脚甲殻類化石2種について

記載をおこない，今後の日本列島の十脚甲殻類化石相

の研究をすすめていくうえでの一資料とする．なお，

小論で検討した標本（4点）は，新潟大学地質科学教

室に保管される．

3.産地と産状

十脚甲殻類化石は羽茂町河ヶ瀬崎に分布する下戸累

層から産出した(Fig. 1).本産地周辺では下戸累層の

分布は狭く,含まれる層準も基底部付近である(Fig.2) .

化石産地の下戸累層は火山岩を不整合で覆い，下位

より大～巨礫（亜角礫～亜円礫）からなる基底礫岩，

細～中礫岩，礫質砂岩，細粒砂岩，礫質砂岩，細粒砂

岩，礫質砂岩，炭質物， シルト岩の順にかさなる

(Fig.2).

十脚甲殻類化石は，基底礫岩の直上に位置する細～

中礫岩の転石より産出した(Fig.2)．細～中礫岩には

軟体動物化石やその破片が密集して含まれる．それら

のほとんどは殻が溶脱した印象化石であり，殻が残さ

れている場合でも保存状態は悪い．十脚甲殻類化石は

散在的に含まれているが，産出部位は一部であり，殻

の保存状態もよくない．

2.地質概説

新潟県佐渡には中新世の海成層が広く分布してお

り，新潟県地質図編纂委員会(1989)によると中新世

初期の火山岩類を基盤に，下部一中部中新統の下戸累
つるし

層，鶴子累層，そして中部中新統一鮮新統の中山累層

が順に重なっている．そのうちの下戸累層は佐渡郡相

川町下戸を模式地とし，佐渡の各地に広く分布してい

る(Fig.1)下戸累層は層厚約20～30mの薄い地層で，

岩相は砂岩・礫岩を主体する．一部ではシルト岩など

を挟むこともある下戸累層全体として下部は礫質な

岩相が発達し，上部ほど砂質な岩相へ向かう傾向にあ

る． また側方変化が著しく，地域によって岩相は異な

る．上下の地層との関係は，下位の火山岩類とは不整

合の関係で重なり,上位の鶴子累層に整合に覆われる．

下戸累層からは軟体動物化石をはじめとして，豊富

な海生動物化石を産出する．軟体動物化石は

KobayashiandUeda (1991)によってまとめられてお

り， 7産地より47種が報告されている． このほかにも
ひらねざき

相川町平根崎の下戸累層から多数の板鰡類の歯化石

(小林・笹川, 1987)が，相川町下戸では束柱類

4.十脚甲殻類化石

In廿aorderThalassinideaLaireille, 1831

SuperfamilyThalassinoideaLatreille・1831

FamilyUpogebiidaeBorradaile, 1903

GenusI47OgebiaLeach,1814

ImOgebiasp.

アナジヤコ属の1種

(P1. 1;Fig. 1)

標本：右第1胸脚掌節（1点)．

標本の形態：掌節は長く，円筒形を呈する．背縁は

稜を形成し，ゆるやかに弧を描く．内側面近位部は著

TatsuyaSakumoto:

DecapodcrustaceansiTomtheOritoFom]ation(earlyMiddleMiocene)ofSadolsland,NiigataPI･efecml｡e,CentralJapan
*新潟大学大学院自然科学研究科

－7－



0.3.300E

方
sMtstone

1 0－ ’’
’
’
一

三三＝ ＝

一一ligniteSadolsland 崖
昌
涌
寝
室
Ｏ
Ｌ
○
窪
』
○

アーー

蕊
gravBllysandstone

massivO1inesandstone

gravellysandstone

massiveIinesandstone

Seaof岬an

1 9『aveIIysandstone

Eu

5
98.N

ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
剖
割
ユ
ー
⑩
Ｅ
』
。
」
①
Ｎ
匡
画
の

B

10km

｢涙1zOritoFo『m鮴1．，

－
１

０
ｍｌ

叉 Decapodfossil

Indexmapshowingthedistributlon(blackarea)oitheOrito
Formation in theSado lslandand fossi l locality,

Kougasezaki,Hamochi-machi,Sado-gun,NiigataPrefecture.
(B:afterthetopographicalmapof"HamochiHongo"scale
1:25,000publishedbyGeographicalSurveyofJapan)

Fig.1

Fig.2？ColumnarsectionoftheOritoFo｢mation
atthedecapodfossil locality(Sd-1).

し<傾いた隆起線が4条みられ，それぞれの隆起線の

間隔は広い．

日本産助Ogebia属の化石種には，下部中新統産では
岐阜県瑞浪市の瑞浪層群月吉累層のUpogebia

mjzImamie"sisKarasawaおよび同層群遠山累層の

[")Ogel)jasp. (Karasawa, 1989),そしてKato (1996)

が埼玉県の秩父町層群牛首峠累層より報告した

[mogebiaspが知られている．中部中新統では種子島

の茎永層群河内累層のUpogebia""egasimensis

KarasawaandlI1oue (Karasawaandlnoue, 1992),岡山

県津山市の勝田層群吉野累層のUPogebiasrriara

KarasawaandKishimoto(柄沢・岸本, 1996)が報告

されている．

本標本と上記の種とは，掌節内側面近位部の隆起線

の特徴が異なる．本標本の隆起線は著しく傾くととも

に，それぞれの間隔が広いことからU,mjzImamiensis

Kal･asawa, UlanegasimensisKarasawaandlnoue, U

SirialaKarasawaandKiShimotoと区別できる．遠山累層

産(Karasawa, 1989)および牛首峠累層産(Kato,

1996)のuspには隆起線がないことで本標本とは明

らかに別種であると考えられる．

以上のことから，本標本は昨ogebia属の未発見種

の可能性が考えられるが，標本の保存状態が著しく悪

いことから即OgebiaSp.にとどめておく．

Supel･iamilyCallianassoidea, 1852

FamilyCallianassidaeDana, 1852

Callianassidaesubflm.gen.etsp. indet

スナモグリ科属種不明種

(P1. 1,Figs2-4)

標本：右第1胸脚不動指・掌節（2点)．左第1胸脚

不動指(1点) .

標本の形態：不動指は短く，ほぼ水平に伸びる．咬

合縁は直線的．腹縁は遠位部がわずかに上方へ湾曲す

る．掌節は不動指の約2倍の長さの四角形掌節背縁

はなめらかで,遠位方向にやや傾く．腹縁はほぼ水平．

外側面はやや外側に膨らみ，表面はなめらか．内側面

の遠位部，不動指基部より丸みを帯びてくぼむ．

本標本は, 'NeocanicIIm,s'bona (Imaizumi, 1958)に

類似している． この種は, Imaiz,,mi (1958)によって

中部中新統下部茂庭累層よりCa"ianassabona

Imaizumi, 1958として報告され，他に岐阜県の瑞浪層

群明世累層(Ka,･asawa, 1989, 1993),滋賀県の鮎河

層群（柄沢, 1997)から産出が知られている．そして，

柄沢(1997)の研究では属の変更がおこなわれ，

CallichirinaeのNeoca"ichirus属に帰属する見解がとら

れている．

本標本は，不動指が太く短い，掌節外側面が外側に

強く膨らむ形態から,N'bonaに類似している． しか
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しながら,N'bo"aの不動指咬合縁には1鈍歯を備え

ており，本標本にはそれがみられない．

本標本は保存がわるく，産出部位も少ないことから

多くの特徴を比較することが困難である．したがって，

保存の良い追加標本が得られた後に結論をだすのが好

ましいと考え, Callianassidaesubihm.gen. etsp. indet.
(スナモグリ科属種不明種）にとどめておく．
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92,pls.1-24.

柄沢宏明, 1997,西日本の新生代大型甲殻類瑞浪化

石博物館専報,no.8｡ 1-81｡pls.31.
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